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本
校
で
は
、
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
保
護

者
等
を
対
象
に
学
校
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

適
切
な
就
学
に
は
早
期
か
ら
の
学
校
見
学
等
が

大
切
で
す
。
次
年
度
就
学
予
定
の
お
子
さ
ん
が

い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
申
し
込

み
は
、
事
前
に
電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時

【
小
学
部
】
６
月
２
日
（
水
）
午
前
10
時
～
正
午

【
中
学
部
】
６
月
３
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

▼
会
場　
県
立
一
宮
東
特
別
支
援
学
校

県
立
一
宮
東
特
別
支
援
学
校

　
　
　
小
学
部
・
中
学
部

　
　
　
学
校
説
明
会
の
ご
案
内

▼
申
込
み
　
県
立
一
宮
東
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　
　

☎
０
５
８
６
（
51
）
５
３
１
１

▼
申
込
時
間　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　

学
校
教
育
課　

内
線
３
４
２

２
階　
　

番
窓
口

●11

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度
に
小
・

中
学
校
、
高
等
学
校
入
学
予
定
者
で
、
障
害

の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
特
別
支
援
学
校
の

様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
、
体
験
入

学
を
実
施
し
ま
す
。
次
の
体
験
入
学
日
以
外

に
も
、
随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
知
的
発
達
に
遅
れ
の
あ
る
お
子
さ
ん

▼
日
時　

小
学
部
：
９
月
10
日
（
金
）・
９
月
14
日
（
火
）

中
学
部
：
９
月
８
日
（
水
）・
９
月
15
日
（
水
）

高
等
部
：
６
月
８
日
（
火
）

▼
会
場　
一
宮
東
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　

☎
０
５
８
６
（
51
）
５
３
１
１

◎
手
足
の
不
自
由
な
お
子
さ
ん

▼
日
時
　
小
・
中
学
部
：
９
月
８
日
（
水
）・

10
月
12
日（
火
）    

高
等
部
：
６
月
３
日（
木
）

▼
会
場　
小
牧
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　

☎
０
５
６
８
（
73
）
７
６
６
１

◎
病
気
で
入
院
し
て
い
る
お
子
さ
ん

▼
日
時　
７
月
14
日
（
水
）・
10
月
26
日
（
火
）

▼
会
場　
大
府
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　

☎
０
５
６
２
（
48
）
５
３
１
１

※
詳
し
く
は
、
直
接
体
験
入
学
先
の
学
校
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
立
特
別
支
援
学
校
の

　
　
　
　
体
験
入
学
に
つ
い
て

　
　
　

学
校
教
育
課　

内
線
３
４
２

２
階　
　

番
窓
口

●11

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
乳
幼
児
（
０

歳
以
上
）
か
ら
、
来
年
度
に
新
一
年
生
に
入

学
す
る
お
子
さ
ん
（
６
歳
ま
で
）
と
そ
の
保

護
者
の
方
を
対
象
と
し
た
早
期
教
育
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
子
育
て
で
気
に
な
る
こ
と
の

あ
る
方
、
お
子
さ
ん
に
障
害
の
可
能
性
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
方
、
お
子
さ
ん
の
就
学
に
つ

い
て
相
談
し
た
い
方
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
予
約
制
で
、
無
料
で

行
い
ま
す
。

▼
日
時　
８
月
３
日
（
火
）・
８
月
４
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
会
場　
一
宮
市
尾
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
方
法　

６
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
学

校
教
育
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

早
期
教
育
相
談

　
　
　

学
校
教
育
課　

内
線
３
４
２

２
階　
　

番
窓
口

●11

た
ん
ぽ
ぽ
相
談
の
ご
案
内

～
お
子
さ
ん
と
の
関
わ
り
で
悩
ま
れ
て
い
る

　
　
　
　

保
護
者
・
教
職
員
の
皆
さ
ん
へ
～

　
「
聞
く
」「
話
す
」「
読
む
」「
書
く
」「
計

算
す
る
」「
注
意
集
中
困
難
」「
多
動
性
」「
衝

動
性
」「
対
人
関
係
」
な
ど
に
お
い
て
、
お

子
さ
ん
の
発
達
が
気
に
な
る
、
障
害
の
あ
る

お
子
さ
ん
の
子
育
て
や
教
育
に
不
安
が
あ
る

等
の
悩
み
を
お
持
ち
の
保
護
者
・
教
職
員
の

方
は
、
本
校
の
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
（
教
育
相
談
）

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
た
ん
ぽ
ぽ
相
談

で
は
、
皆
さ
ん
が
抱
え
て
い
る
疑
問
や
不
安
・

悩
み
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

日
時
な
ど
の
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
た

ん
ぽ
ぽ
相
談
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
】

　

相
談
費
用
は
無
料
で
す
。
相
談
内
容
に
つ

い
て
は
、
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。

　

事
前
に
電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
立
一
宮
東
特
別
支
援
学
校

　

た
ん
ぽ
ぽ
相
談
係

　
　

一
宮
市
丹
羽
字
中
山
１
１
５
１
番
地
１

　
　

☎
０
５
８
６
（
51
）
５
３
１
１

▼
予
約
受
付
時
間

　

月
～
金
曜
日（
祝
日
は
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
相
談
時
間　

　

火
・
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

　

午
後
１
時
～
４
時

　
　
　

学
校
教
育
課　

内
線
３
４
２

２
階　
　

番
窓
口

●11

あ
り
が
と
う

扶
桑
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

一
、
金
五
千
円　
　
　
　
　
　
　
　

某　

様

一
、
金
二
万
六
千
円　
　
　
　

さ
く
ら　

様

一
、
金
十
万
円　
　
　
　
　
　
　
　

某　

様

一
、
金
五
千
円　
　
　
　
　
　
　
　

某　

様

一
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド　

㈱
東
海
理
化　

様

一
、
介
護
用
ベ
ッ
ド
、
ウ
ォ
ー
ム
マ
ッ
ト
レ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

某　

様

2 月 6 日～ 3 月 8 日分
◆東日本大震災義援金（役場義援金箱） 
◆平成 28 年熊本地震災害義援金（役場義援金箱）
◆平成 29 年 7 月 5 日からの大雨災害義援金（役場義援金箱）  
◆平成 30 年 7 月豪雨災害義援金（役場義援金箱）
◆令和元年台風第 19 号災害義援金（役場義援金箱）
◆令和 2 年 7 月豪雨災害義援金（役場義援金箱）
◆令和 3 年 2 月福島県沖地震災害義援金（役場義援金箱）

金    51,364 円
金    50,818 円
金    50,283 円
金    50,205 円
金    50,619 円
金    50,876 円
金         923 円

義　援　金

　日本赤十字社愛知県支部扶桑町分区へ上記の金額が寄せられました。
ご協力ありがとうございました。


